
アルマ望遠鏡にはアンテナが
66台あって、それぞれ移動
させることができるんだ。
最大 16㎞まで広がることが
できるんだけど、この写真は
最小範囲の時のものだよ。

アルマ望遠鏡のあるアタカマ
砂漠はすごく乾燥しているか
らほとんど降らない。でも標
高 5000mの山頂施設では、
ときどき雪が降るんだ。

アンテナを移動させるときに
はトランスポーターという車
で運ぶんだよネ。
アルマ望遠鏡のために作られ
た特注品さ。
２台あるよ。

日本のアンテナ群だよ。
12mアンテナが４台、7m
アンテナが 12台、合計 16
台あるよ。
モリタアレイって呼ばれてる
んだ。





毎日、太陽と風をあびている
から傷みやすいんだよね～。
だからメンテナンスしないと
いけないんだよ～
山頂は酸素薄いから作業する
人は酸素ボンベ使うんだよ～

アンデスの高地にいるビクー
ニャっていう動物だよ～。
アルパカの近縁なんだって。
山麓施設から山頂に向かう途
中でよくみかけるよ。
触っちゃダメなんだって。

天の川だよ。南十字星が見え
るネ。そのすぐとなりの黒く
なっている所がコールサック
と呼ばれる暗黒星雲だよ。
南半球は星座が上下反転する
んだ。

標高 5000mだから太陽が近
いね。アンテナで太陽の光を
集めると燃えちゃうから、鏡
面は光が散乱するようにツル
ツルではなくちょっとザラザ
ラにしてるんだ。





標高３５００ｍ～４０００m
ぐらいのところに自生するサ
ボテンだ。
サボテンと言われて想像する
のはだいたいこの形だよな！

アルマ望遠鏡のあるチャナン
トール高原は非常に乾燥して
いて水蒸気が少ないんだ。
サブミリ波観測にむいている
んだネ。チャナントールは正
面の山の名前でもあるヨ。

山麓施設から見た、アタカマ
砂漠の夕焼けだよ！
綺麗だねえ。
来年もいいことありそうだ
ね！

山麓施設で並んで組み立てられ
ていたときのアンテナだ｡右か
ら、ヨーロッパ、日本、アメリ
カ、のアンテナだ。
3種のアンテナがここにこうし
てそろうことはもうないかも？




